
泉
南
地
域
の
文
化
的
境
界
把
握
の
た
め
の
試
論

―
樫
井
川
・
田
尻
川
に
お
け
る
祭
礼
形
態
の
違
い
を
中
心
と
し
て
―

吉　

村　

旭　

輝

は
じ
め
に

大
阪
府
の
泉
南
地
域（
泉
南
郡
：
現
在
の
岸
和
田
市
か
ら
岬
町
）の
各
神
社
で
は
秋
祭
り
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
秋
祭
り
に
は
江
戸

時
代
中
期
以
降
地
車（
だ
ん
じ
り
）や
や
ぐ
ら
と
い
っ
た
囃
子
屋
台
が
各
町
・
各
地
区
か
ら
出
さ
れ
る（

（
（

。

こ
れ
ら
の
地
域
は
江
戸
時
代
、
北
は
現
在
の
岸
和
田
城
下
町
を
中
心
と
し
た
岸
和
田
藩
、
南
は
お
お
む
ね
天
領（
幕
府
領
）（
各
村
で
時

代
に
よ
り
違
い
あ
り
）で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
祭
礼
形
態
に
違
い
が
み
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
泉
佐
野
市
の
犬
鳴
山
か
ら
大

阪
湾
に
流
れ
る
樫
井
川
や
田
尻
町
を
流
れ
る
田
尻
川
が
境
界
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
田
尻
川
で
は
北
岸
の
嘉
祥
寺
地
区
が
地
車

を
曳
行
し
、
南
岸
の
吉
見
地
区
が
や
ぐ
ら
を
曳
行
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
地
区
の
氏
神
で
あ
る
春
日
神
社
の
秋
祭
り
で
は
、
地
車
と
や
ぐ

ら
が
同
時
に
曳
行
さ
れ
る
珍
し
い
祭
礼
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
『
田
尻
町
史
』
で
は
、「
も
と
は
こ
の
あ
た
り
を
治
め
て
い
た
殿
さ
ま
が
嘉
祥
寺
と
吉
見
で
は
違
う
」
た
め
で
あ
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る
と
い
う
地
元
の
言
説
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る（

（
（

。
ま
た
や

ぐ
ら
を
出
す
地
区
の
多
く
は
、
田
尻
川
を
境
に
「
北
は
大
阪

の
文
化
」、「
南
は
和
歌
山
の
文
化
」
と
い
う
よ
う
に
、
地
元

で
は
明
確
な
違
い
を
か
つ
て
の
治
世
や
そ
れ
に
と
も
な
う
文

化
の
違
い
に
あ
て
は
め
て
説
明
す
る
こ
と
が
多
い（

（
（

。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
地
車
お
よ
び
や
ぐ
ら
の
分
布
、
お
よ
び

そ
れ
ら
祭
礼
形
態
に
ま
つ
わ
る
『
田
尻
町
史
』
に
記
さ
れ
た

言
説
を
も
と
に
し
て
、
祭
礼
形
態
の
違
い
を
明
示
し
た
い
。

そ
の
上
で
、
樫
井
川
お
よ
び
田
尻
川
沿
岸
の
歴
史
的
お
よ
び

文
化
的
変
遷
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
現
在
に
い
た
る
泉
南

地
域
の
祭
礼
形
態
に
お
け
る
文
化
的
境
界
が
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
地
域
か
ら
の
影
響
を
受
け
、
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
、

明
ら
か
に
し
た
い
。

ま
た
本
論
考
は
、
地
域
の
政
治
的
、
経
済
的
背
景
を
も
と

に
現
代
に
残
る
祭
礼
形
態
か
ら
地
域
文
化
の
境
界
を
把
握
す

る
た
め
の
試
論
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
。

図1　泉州地域（旧和泉国）と樫井川・田尻川（国土地理院の地理院地図Vectorを加工して作成）
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一
　
泉
南
地
域
の
祭
礼
の
歴
史
と
現
在

一
–
一
　
樫
井
川
北
岸
以
北
の
地
車

大
阪
府
の
泉
南
地
域
で
は
、
地
車
が
曳
行
さ
れ
る
祭
礼
と
や
ぐ
ら
が
曳
行
さ
れ
る
祭
礼
、
山
間
部
の
担
い
だ
ん
じ
り
、
そ
し
て
、
海

岸
部
の
布
団
太
鼓
と
呼
ば
れ
る
太
鼓
台
が
舁
か
れ
る
祭
礼
が
存
在
し
て
い
る
。
地
車
は
大
坂
城
下
町
中
心
に
行
な
わ
れ
て
い
た
天
神
祭

で
十
七
世
紀
後
半
に
登
場
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
十
八
世
紀
後
半
、
一
気
に
大
坂
城
下
町
の
町
人
や
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
拡
が

っ
た（

（
（

。
さ
ら
に
以
後
、
大
坂
城
下
町
周
辺
の
村
々
や
街
道
筋
に
ま
で
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
岸
和
田
城
下
町
で
あ
る
北
町
が
紀
州

街
道
の
北
側
に
あ
た
る
大
津
村（
現
泉
大
津
市
）よ
り
借
用
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
岸
和
田
城
下
町
の
牛
頭
天
王
社
祭
礼
で
前
方
の
大
屋
根
が
上
下
す
る
か
ら
く
り
の
つ

い
た
い
わ
ゆ
る
「
岸
和
田
型
」
地
車
に
改
良
し
て
曳
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た（

（
（

。

こ
う
し
た
祭
礼
形
態
は
、
以
降
旧
藩
内
お
よ
び
周
辺
の
各
農
漁
村
部
に
も
拡
が
り
、
数
多

く
の
地
車
が
曳
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
「
だ
ん
じ
り
祭
り
」
の
中
心
に
あ
た
る
の
が
岸
和
田
城
下
町
で
行
な
わ
れ
る
岸
和

田
祭
で
あ
る
。
岸
和
田
祭
は
町
方
、
浜
方
、
村
方
の
氏
神
で
あ
る
神
明
社
と
天
正
年
間（
一

五
七
三
–
九
二
）に
沼
村
か
ら
勧
請
し
た
と
さ
れ
る
牛
頭
天
王
社
の
二
社（
現
在
の
岸
城
神

社
）、
お
よ
び
沼
村
の
沼
間
将
監
が
正
平
十
七
年（
一
三
六
二
）に
勧
請
し
た
と
さ
れ
る
天
神

社（
現
在
の
岸
和
田
天
神
宮
）の
祭
礼
を
含
む
祭
礼
と
さ
れ
る
。

当
初
の
岸
和
田
祭
は
大
坂
城
下
町
を
見
聞
し
て
き
た
北
町
の
茶
屋
新
右
衛
門
が
大
坂
城

写真1　岸和田祭の地車（だんじり）（岸和田市北町）
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下
町
の
祭
礼
を
真
似
て
家
々
で
献
灯
を
は
じ
め
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
延
享
三
年（
一
七
四
六
）に
は
町
方
の
五
町（
北
町
、
魚
屋
町
、
堺

町
、
本
町
、
南
町
）が
作
り
物
を
乗
せ
た
「
引
壇
尻
」
を
出
す
よ
う
に
な
る
。
ま
た
の
ち
の
岸
和
田
祭
に
あ
た
る
牛
頭
天
王
社
の
祭
礼
で

は
な
い
が
、
岸
和
田
城
内
に
元
禄
十
六
年（
一
七
〇
三
）に
勧
請
さ
れ
て
い
た
稲
荷
社（
現
在
の
三
ノ
丸
神
社
）で
の
寛
延
三
年（
一
七
五

〇
）九
月
二
十
六
、
二
十
七
日
の
祭
礼
で
は
、
村
方
と
浜
方
が
祭
礼
番
を
つ
と
め
、
浜
方
の
北
中
町
が
「
大
神
楽（
子
共
ま
わ
し
）」、
土

居
側
町
が
「
御
神
輿
の
形（
子
共
て
う
ち
ん
持
、
太
鼓
打
）」、
中
之
浜
が
「
子
共
相
撲（
引
だ
ん
じ
り
）」
を
務
め
て
い
る（

（
（

。

さ
ら
に
そ
の
二
年
後
の
宝
暦
二
年（
一
七
五
二
）に
行
な
わ
れ
た
御
宮（
牛
頭
天
王
社
）の
祭
礼
に
は
各
町
か
ら
以
下
の
練
物
が
出
さ
れ

て
い
る（

（
（

。

　

み
こ
し
壱
組　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
裏
町

　

引
だ
ん
じ
り（
は
や
し
方
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
町

　

小
だ
ん
じ
り（
人
形
乗
せ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
大
手
筋

　

引
だ
ん
じ
り（
作
り
物
乗
せ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
之
裏
町

　

荷
ひ
だ
ん
じ
り（
太
鼓
た
た
き
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工
町

　

引
だ
ん
じ
り（
土
俵
積
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
之
浜

こ
の
よ
う
に
初
期
の
岸
和
田
祭
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
「
だ
ん
じ
り
」
が
出
さ
れ
、
祭
礼
と
し
て
の
「
か
た
ち
」
が
整
え
ら
れ
て
い

っ
た
。
そ
の
後
天
明
五
年（
一
七
八
五
）の
大
津
村
か
ら
の
古
檀
尻
の
移
入
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
各
町
か
ら
出
さ
れ
る
地
車
が
増
加
し
、

寛
政
二
年（
一
七
八
九
）に
は
三
所（
町
方
、
浜
方
、
村
方
）が
隔
年
で
出
す
よ
う
な
決
定
も
下
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
こ
ろ
出
さ

れ
て
い
た
地
車
に
は
俄に
わ
か
が
つ
い
て
お
り
、
地
車
内
部
で
俄
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

そ
し
て
文
化
・
文
政
期（
一
八
〇
四
–
三
〇
）の
地
車
と
さ
れ
て
い
る
旧
五
軒
屋
町
地
車
が
昭
和
六
十
二
年（
一
九
八
七
）に
京
都
で
発

見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
以
降
は
旧
五
軒
屋
町
地
車
と
同
様
の
形
態
で
あ
る
岸
和
田
型
地
車
が
曳
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
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っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
江
戸
時
代
に
製
作
さ
れ
た
地
車
も
数
台
現
存
し

て
お
り
、
天
保
十
一
年（
一
八
四
〇
）に
中
町
で
製
作
さ
れ
た
地
車
は
和
歌
山
県
橋
本
市

東
家
で
、
ま
た
安
政
三
年（
一
八
五
六
）に
大
北
町
で
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
地
車
は
東

大
阪
市
角
田
で
、
さ
ら
に
文
久
二
年（
一
八
六
二
）に
大
工
町
で
製
作
さ
れ
た
地
車
は
泉

佐
野
市
長
滝
中
ノ
番
で
そ
れ
ぞ
れ
今
な
お
曳
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
保
十
二
年（
一
八

四
一
）に
紙
屋
町
で
製
作
さ
れ
た
地
車
は
平
成
二
年（
一
九
九
〇
）ま
で
同
町
で
曳
行
さ
れ

た
の
ち
、
岸
和
田
だ
ん
じ
り
会
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
、
城
下
町
以
外
の
各
村
で
も
祭
礼
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
神
輿
渡
御
を

中
心
と
す
る
農
漁
村
祭
祀
を
中
心
と
す
る
秋
祭
り
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
熊
取
町
の
よ
う
に
江
戸
時
代
か
ら
地
車
が
曳
行
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、

そ
の
多
く
が
明
治
以
降
、
旧
城
下
町
以
外
で
も
岸
和
田
型
地
車
が
曳
行
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
現
存
す
る
岸
和
田
型
地
車
で
も
っ
と
も
古
く
、
岸
和
田
城
下
町
以
外
の
村
に
よ
っ
て
新
調
さ
れ
た
地

車
は
、
池
尻
村（
現
岸
和
田
市
池
尻
町
）で
新
調
さ
れ
た
地
車
で
あ
る
。
こ
の
地
車
は
現
在
堺
市
東
区
日
置
荘
西
町
東
部
で
曳
行
さ
れ
て

い
る
。

一
–
二
　
泉
州
地
域
山
間
部
の
担
い
だ
ん
じ
り

泉
佐
野
市
の
山
間
部
に
あ
た
る
大
木
地
区
で
は
三
台
の
担
い
だ
ん
じ
り
が
舁
か
れ
て
い
る
。
担
い
だ
ん
じ
り
は
先
述
し
た
岸
和
田
城

下
町
で
の
祭
礼
に
あ
た
る
宝
暦
二
年（
一
七
五
二
）の
御
宮（
牛
頭
天
王
社
）の
祭
礼
を
記
し
た
「
諸
事
覚
日
記
」
に
も
大
工
町
が
「
荷
ひ

だ
ん
じ
り
」
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
こ
の
史
料
に
記
さ
れ
た
「
荷
ひ
だ
ん
じ
り
」
と
大
木
地
区
の
担
い
だ
ん
じ
り
が

写真2　��旧農村地域に今も残る神輿渡御（泉大津
市豊中町・泉穴師神社）
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同
様
の
形
態
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
岸
和
田
型
以
外
の
地
車
に
は
担
い
棒
が
と

り
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
今
で
も
地
車
を
担
ぐ
地
域
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
担
い
だ
ん
じ

り
で
は
な
く
、
狭
い
道
路
で
単
に
地
車
を
担
い
だ
だ
け
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

時
代
に
は
ま
だ
統
一
し
た
型
式
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
献
上
担
い
だ
ん
じ
り

は
か
つ
て
の
岸
和
田
藩
領
内
の
史
料
に
も
一
部
み
ら
れ
、
明
確
な
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

も
の
が
多
い
。
ま
た
史
料
も
な
く
、
地
元
の
伝
承
と
し
て
担
い
だ
ん
じ
り
を
出
し
て
い
た
と

す
る
地
域
も
多
い
。
史
料
お
よ
び
地
元
で
の
伝
承
を
ま
と
め
た
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る

も
の
を
挙
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る（
（1
（

。

　
（
岸
和
田
市
田
治
米
町（
南
郡
田
治
米
村（
（1
（

））

　
（
岸
和
田
市
土
生
滝（
南
郡
土
生
滝
村（
（1
（

））

　
（
貝
塚
市
半
田（
南
郡
半
田
村（
（1
（

））

　
（
貝
塚
市
窪
田（
日
根
郡
窪
田
村（
（1
（

））

　

 

熊
取
町
和
田（
日
根
郡
和
田
村（
（1
（

）

　

 

熊
取
町
朝
代（
日
根
郡
朝
代
村（
（1
（

）

　
（
熊
取
町
成
合（
日
根
郡
野
田
村（
（1
（

））

　
（
泉
佐
野
市
長
滝
中
ノ
番（
日
根
郡
長
滝
村（
（1
（

））

　
（
泉
佐
野
市
長
滝
東
ノ
番（
日
根
郡
長
滝
村（
（2
（

））

　
（
泉
佐
野
市
野
添（
日
根
郡
長
滝
村（
（2
（

））

　
（
泉
佐
野
市
安
松（
日
根
郡
安
松
村（
（2
（

））

写真3　�担がれる猪飼野の地車�
（大阪市生野区桃谷・御幸森天神宮）

写真4　�担いだんじり�
（泉佐野市大木・火走神社）
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（
泉
佐
野
市
上
之
郷
中
村（
日
根
郡
上
ノ
郷
村（
（2
（

））

　
（
泉
佐
野
市
上
之
郷
下
村（
日
根
郡
上
ノ
郷
村（
（2
（

））

　
（
泉
佐
野
市
母
山（
日
根
郡
上
ノ
郷
村（
（2
（

））

　
（
田
尻
町
嘉
祥
寺
北
出
・
西
出
・
上
出（
日
根
郡
嘉
祥
寺
村（
（2
（

））

こ
の
よ
う
に
熊
取
谷
以
外
は
根
拠
に
乏
し
い
が
、
地
元
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
担
い
だ
ん
じ
り
の
痕
跡
は
多
い
。
実
は
担
い
だ
ん
じ
り
は
、

和
歌
山
県
橋
本
市
橋
本
や
隅
田
八
幡
宮
の
祭
礼
で
現
在
で
も
み
ら
れ
る（
（2
（

。
紀
の
川
筋
で
は
近
年
泉
州
か
ら
購
入
し
、
同
型
の
地
車
に
変

更
さ
れ
た
地
域
も
多
い
が
、
学
文
路
地
区
な
ど
で
も
か
つ
て
は
担
い
だ
ん
じ
り
が
主
流
で
あ
っ
た
。
担
い
だ
ん
じ
り
の
形
状
は
地
区
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
る
た
め
、
そ
う
し
た
分
析
も
今
後
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
担
い
だ
ん
じ
り
を
祭
礼
で
出
す
文
化

は
泉
州
の
山
間
部
か
ら
紀
の
川
流
域
に
か
け
て
、
江
戸
時
代
後
期
以
降
の
主
流
で
あ
っ
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
–
三
　
樫
井
川
南
岸
以
南
の
や
ぐ
ら

樫
井
川
や
田
尻
川
南
岸
以
南
の
泉
南
地
域
で
曳
行
さ
れ
て
い
る
の
が
や
ぐ
ら
で
あ
る
。

こ
の
や
ぐ
ら
は
地
車
と
は
違
い（
一
部
の
地
区
で
は
や
ぐ
ら
を
「
地
車
」
と
表
記
す
る
場
合

も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
四
輪
の
地
車
と
二
輪
の
や
ぐ
ら
で
便
宜
上
分
け
て
表
記
す
る
。）、

二
輪
の
車
輪（
コ
マ
）が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
十
月
に
行
な
わ
れ
る
各
地
区
の
神
社
の
秋
祭

り
で
曳
行
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
が
阪
南
市
と
泉
南
市
の

や
ぐ
ら
の
曳
行
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
行
政
主
催
の
や
ぐ
ら
パ
レ
ー
ド
が
十
月
第
一
日
曜
日

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
阪
南
市
で
は
現
在
、
市
内
全
域
の
二
十
台
の
や
ぐ
ら
が
阪
南
市
役

写真5　泉南地域のやぐら（波太神社・山中渓）
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所
周
辺
に
集
結
す
る
。

ま
た
泉
南
市
で
も
同
じ
く
十
三
台
の
や
ぐ
ら
が
泉
南
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
あ
い
ぴ
あ
泉
南
）に
集
結
し
、
泉
南
市
役
所
ま
で
の
五

百
メ
ー
ト
ル
を
パ
レ
ー
ド
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
パ
レ
ー
ド
は
い
ず
れ
も
平
成
に
入
っ
て
か
ら
開
始
さ
れ
た
も
の
で
、
阪
南
市
で
は
十

月
第
二
日
・
第
三
月
曜
日
に
行
な
わ
れ
る
波
太
神
社
の
秋
祭
り（
十
八
台
）と
指
出
森
神
社
の
秋
祭
り（
三
台
）が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
泉
南
市
も
阪
南
市
と
日
程
は
同
じ
で
信
達
神
社（
三
台
）、
岡
中
神
明
神
社（
一
台
）、
久
保
神
社（
一
台
）、
里
外
神
社（
四
台
）、
茅
渟

神
社（
四
台
）、
一
岡
神
社（
二
台
）、
市
場
稲
荷
神
社（
一
台
）、
鹿
島
神
社（
一
台
）、
諏
訪
神
社（
一
台
）、
男
神
社（
二
台
）の
秋
祭
り（
計

二
十
台
）で
そ
れ
ぞ
れ
や
ぐ
ら
が
曳
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
田
尻
町（
一
台
）、
泉
佐
野
市（
二
台
）、
岬
町（
八
台
）を
合
わ
せ
て
、
泉
南
地

域
全
域
で
合
計
四
十
九
台
の
や
ぐ
ら
が
曳
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
や
ぐ
ら
が
曳
行
さ
れ
て
い
る
の
は
大
阪
府
泉
佐
野
市
を
流
れ
る
樫
井
川
と
田
尻
町
を
流
れ
る
田
尻
川
以
南
の
地
域
で
あ
り
、

大
阪
府
最
南
端
に
あ
た
る
岬
町
小
島
の
や
ぐ
ら（
平
成
十
三
年（
二
〇
〇
一
）に
深
日
か
ら
譲
渡
さ
れ
、
曳
行
開
始
）が
最
南
端
と
な
っ
て

い
る
。

泉
南
地
域
の
や
ぐ
ら
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、
泉
南
市
に
あ
た
る
旧
樽
井
村
の
元
治
元
年（
一
八
六
四
）九
月
「
樽
井
村
祭
礼
規
定
」

が
あ
る
。
そ
こ
に
は
挑
灯
講
、
獅
子
講
、
吾
妻
中
、
福
中
、
浜
中
の
各
地
区
が
や
ぐ
ら
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
ま
た

『
樽
井
町
誌
』
に
は
そ
れ
以
前
か
ら
や
ぐ
ら
が
あ
っ
た
こ
と
も
示
唆
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
さ
ら
に
当
時
の
や
ぐ
ら
も
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ

が
現
存
最
古
と
さ
れ
る
泉
南
市
の
樽
井
地
区
で
茅
渟
神
社
に
宮
入
を
す
る
戎
福
中
講
の
や
ぐ
ら
で
あ
る
。
こ
の
や
ぐ
ら
は
文
化
・
文
政

期（
一
八
〇
四
–
三
〇
）〜
元
治
元
年（
一
八
六
四
）の
間
に
新
調
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
屋
根
の
中
央
部
に
地
車
と
は
異
な
る
大
き

な
唐
破
風
を
も
つ
「
樽
井
型
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
な
や
ぐ
ら
で
あ
る
。
こ
の
樽
井
型
の
や
ぐ
ら
は
、
遅
く
と
も
十
八
世
紀
後
半
ま
で
に

は
曳
行
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
が
史
料
か
ら
把
握
で
き
、
そ
の
後
地
車
の
屋
根
型
に
影
響
を
う
け
た
や
ぐ
ら
が
各
地
で
改
良
さ
れ
て
曳
行

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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江
戸
時
代
以
前
は
現
在
の
泉
佐
野
市
・
田
尻
町
域
の
一
部
に
あ
た
る
那
珂（
中
）郷
、
阪
南
市
域
に
あ
た
る
鳥
取
郷
、
泉
南
市
域
に
あ

た
る
信
達
郷（
荘
）、
そ
し
て
岬
町
域
に
あ
た
る
資
母（
下
）郷
と
深
日
郷
が
泉
南
地
域
に
は
存
在
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
鳥
取
郷
で
は
波

太
神
社
、
信
達
郷
で
は
金
熊
権
現
社（
現
在
の
信
達
神
社
）を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
大
宮
座
が
存
在
し
、
郷
・
荘
単
位
で
の
大
祭
礼
が
江
戸

時
代
に
は
行
な
わ
れ
て
い
た（
（3
（

。
現
在
、
行
な
わ
れ
て
い
る
阪
南
市
と
泉
南
市
の
祭
礼
は
こ
れ
が
原
型
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
郷
単
位
で

多
く
の
や
ぐ
ら
が
一
堂
に
会
す
る
大
規
模
な
祭
礼
と
な
っ
て
い
る
。

泉
南
地
域
の
や
ぐ
ら
の
曳
行
は
現
在
、
泉
州
で
曳
行
さ
れ
て
い
る
地
車
と
同
様
の
組
織
形
態
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
泉

州
で
は
高
校
生
か
ら
二
十
代
後
半
ま
で
が
若
者
組
に
あ
た
る
青
年
団
、
二
十
代
後
半
か
ら
三
十
代
後
半
ま
で
が
組
、
そ
し
て
三
十
代
後

半
か
ら
四
十
代
後
半
ま
で
が
若
頭
会
と
な
り
、
各
地
区
で
そ
の
名
称
や
年
齢
に
誤
差
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
三
団
体
が
曳
行
の
実
働
部

隊
と
な
る（
（3
（

。
と
く
に
青
年
団
は
後
方
の
小
屋
根
の
下
に
取
り
つ
け
ら
れ
た
太
鼓
と
そ
れ
を
立
っ
て
叩
く
叩
き
手
、
ま
た
そ
の
周
囲
で
奏

さ
れ
る
篠
笛
で
構
成
さ
れ
る
鳴
り
物
と
や
ぐ
ら
前
方
に
取
り
つ
け
ら
れ
た
梶
台
を
し
ゃ
く
り
、
伊
勢
音
頭
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
「
や
ぐ
ら
唄
」
を
歌
い
な
が
ら
曳
行
す
る
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
や
ぐ
ら
を
主
体
と
し
た
阪
南
市
と
泉
南
市
の
秋
祭
り
を
み
て
い
き
た
い
。
阪
南
市
の
波
太
神
社
で
は
先
述
の
阪
南
市

や
ぐ
ら
パ
レ
ー
ド
と
そ
の
前
日
の
土
曜
日
は
試
験
曳
き
と
さ
れ
、
パ
レ
ー
ド
以
外
は
各
地
区
の
み
の
曳
行
で
翌
週
末
の
祭
礼
に
む
け
て

の
調
整
を
行
な
う
。
試
験
曳
き
翌
週
に
あ
た
る
毎
年
十
月
の
体
育（
ス
ポ
ー
ツ
）の
日
の
前
日
と
体
育（
ス
ポ
ー
ツ
）の
日
は
宵
宮
、
本
宮

と
な
る
。
宵
宮
で
は
各
地
区
の
や
ぐ
ら
十
八
台
が
波
太
神
社
に
宮
入
を
行
な
う
。
宮
入
の
際
、
各
や
ぐ
ら
は
拝
殿
前
の
石
段
を
一
気
に

駆
け
上
が
る
。
こ
れ
は
「
宮
上
が
り
」
と
呼
ば
れ
、
二
輪
の
や
ぐ
ら
独
特
の
豪
快
な
光
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
宮
入
は
「
宮
本
」
に

あ
た
る
尾
崎
宮
本
町
を
一
番
に
尾
崎
地
区
四
台
、
貝
掛
・
旧
西
鳥
取
地
区
五
台
、
旧
東
鳥
取
地
区
九
台
の
順
で
、
午
前
八
時
か
ら
夕
方

の
十
六
時
三
十
分
ま
で
行
な
わ
れ
る
。
宮
入
を
終
え
る
と
南
海
本
線
・
箱
作
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
で
十
八
時
か
ら
若
頭
会
と
組
に
よ
る

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
な
わ
れ
る
。
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翌
体
育（
ス
ポ
ー
ツ
）の
日
は
本
宮
に
あ
た
る
。
波
太
神
社
で
は
神
事
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
本
神
輿
一
基
と
二
基
の
喧
嘩
神
輿
の
合

計
三
基
の
神
輿
が
海
老
野
の
浜
ま
で
渡
御
を
行
な
う
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
か
ら
つ
づ
く
神
輿
の
浜
渡
御
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
二
月
初

午
の
日
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
波
太
神
社
で
は
こ
の
二
月
と
六
月
の
丑
の
日
に
祭
礼
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
六
月
丑
の
日
の
祭
礼
に
や

ぐ
ら
を
境
内
に
曳
き
入
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
神
輿
の
担
ぎ
手
は
各
地
区
か
ら
輪
番
で
決
ま
っ
て
お
り
、
当
番
以
外
の
地
区
の
や

ぐ
ら
も
浜
に
む
か
う
。
神
輿
還
御
後
は
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
内
を
曳
行
し
終
了
と
な
る
。
ま
た
、
下
荘
地
区（
貝
掛
、
箱
作
西
、
箱

作
東
）の
み
、
菅
原
神
社
へ
宮
入
を
午
後
に
行
な
っ
て
お
り
、
宮
入
の
の
ち
夜
に
は
箱
作
駅
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
で
青
年
団
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
を
行
な
っ
て
い
る（
（3
（

。

泉
南
市
で
は
先
述
の
と
お
り
、
全
体
で
二
十
台
の
や
ぐ
ら
が
曳
行
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
大
宮
座
制
が
あ
っ
た
信
達
神
社
の
秋
祭

り
で
は
江
戸
時
代
ま
で
、
信
達
郷
の
郷
社
で
あ
る
金
熊
権
現
社（
旧
九
月
十
六
日
）と
各
村

の
村
社
の
祭
礼（
旧
八
月
十
八
日
）が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
明
治
時
代
以
降
も
そ
の
形
態
は

維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
宮
本
で
あ
っ
た
金
熊
寺
の
や
ぐ
ら
の
曳
行
が
中

断
し
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
残
っ
た
地
区
の
や
ぐ
ら
は
村
社
に
宮
入
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）に
金
熊
寺
の
や
ぐ
ら
が
復
興
を
果
た
し
、
信
達
神
社

（
元
金
熊
権
現
社
）に
宮
入
を
す
る
や
ぐ
ら
も
戻
り
つ
つ
あ
る
。
現
在
信
達
神
社
へ
の
宮
入

は
三
台（
金
熊
寺
、
馬
場
、
牧
野
）で
は
あ
る
が
、
岡
中
、
市
場
、
大
苗
代
、
童
子
畑
な
ど

旧
信
達
郷
の
や
ぐ
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
村
社
を
中
心
に
曳
行
を
つ
づ
け
て
い
る
。
な
お
波
太

神
社
同
様
本
宮
に
は
前
神
輿（
金
山
彦
命
）、
主
祭
神
で
あ
る
中
神
輿（
神
倭
磐
余
彦
命
）、

後
神
輿（
伊
邪
那
美
命
）の
三
基
の
神
輿
が
樽
井
浜
ま
で
渡
御
を
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十

年
代
を
最
後
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い（
（3
（

。

写真6　田尻川と吉見地区のやぐら
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こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
江
戸
時
代
以
前
か
ら
つ

づ
く
大
宮
座
制
を
中
心
に
神
輿
渡
御
を
主
体
と
し
た
祭
礼
が

行
な
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
や
ぐ
ら
が
登
場
し
、

各
村
の
濃
密
な
座
と
し
て
の
つ
き
あ
い
が
も
と
と
な
り
、
若

者
組
お
よ
び
明
治
以
降
の
青
年
団
を
中
心
と
し
て
泉
南
地
域

で
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
や
ぐ
ら
が
一

気
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
泉
南
地
域
の
文
化
圏
と
そ
の
歴
史

泉
南
地
域
は
「
殿
さ
ま
が
違
う
」
と
い
う
『
田
尻
町
史
』

が
用
い
た
言
説
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
江
戸
時
代
は
岸
和

田
藩
領
と
そ
れ
以
外（
大
半
が
天
領（
幕
府
領
））に
わ
か
れ
た

統
治
機
構
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
違
い
も
祭
礼
形
態
に
反
映

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
樫
井
川
南
岸
以
南
で
は
地

域
の
郷
・
荘
単
位
で
の
祭
礼
形
態
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
中
世
以
前
か
ら
の
独
自
の
文
化
圏
が
存

在
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
か
ら
は
江
戸

時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
さ
か
の
ぼ
り
な
が
ら
樫
井
川
南

図2　貞享元年（1684）岸和田藩検地図（落合保（1977） 『岸和田藩志』東洋書院の附図をもとに作成）
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岸
以
南
の
地
域
を
み
て
い
き
た
い
。

二
–
一
　
江
戸
時
代
の
泉
南
地
域

江
戸
時
代
の
所
領
配
置
を
み
た
場
合
、
岸
和
田
藩
に
寛
永
十
七
年（
一
六
四
〇
）岡
部
宣
勝
が
入
部
し
て
以
降
、
大
き
な
変
遷
は
な
い

が
、
各
村
単
位
で
み
た
場
合
、
変
遷
が
み
ら
れ
る
。
と
く
に
正
保
二
年（
一
六
四
五
）の
『
正
保
村
高
帳
』
に
は
、
岸
和
田
藩
は
南
郡
の

塔
原
村
―
春
木
村（
現
岸
和
田
市
）に
か
け
て
の
南
北
の
ラ
イ
ン
を
境
に
領
有
し
、
西
は
信
達
郷（
荘
）（
現
泉
南
市
）と
鳥
取
郷
を
境
に
領

有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（
（3
（

。
ま
た
そ
れ
ら
以
外
の
泉
州
地
域
の
多
く
は
天
領（
幕
府
領
）で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
時
点
で

は
田
尻
川
も
含
む
樫
井
川
両
岸
は
岸
和
田
藩
領
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

寛
文
元
年（
一
六
六
一
）、
宣
勝
は
、
次
男
高
成
と
三
男
豊
明
に
分
知
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
樫
井
村
、
岡
本
村
、
嘉
祥
寺
村（
一

部
）、
吉
見
村
、
兎
田
村
、
別
所
村
、
そ
し
て
信
達
郷
の
北
野
村
、
中
小
路
村
、
新
家
村
を
高
成
が
領
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
領
地
は
高
成
の
孫
に
あ
た
る
広
高
ま
で
継
い
で
い
た
が
、
広
高
は
享
保
五
年（
一
七
二
〇
）に
失
神
し
、
死
去
す
る
。
そ
の
た
め
領
地

は
幕
府
に
収
公
さ
れ
、
以
降
は
天
領（
幕
府
領
）と
な
っ
た（
（3
（

。

収
公
さ
れ
た
村
々
の
多
く
は
、
樫
井
村
、
嘉
祥
寺
村
を
除
き
い
ず
れ
も
今
で
は
や
ぐ
ら
を
出
す（
出
し
て
い
た
）祭
り
を
行
な
う
地
域

（
兎
田
村
は
江
戸
時
代
や
ぐ
ら
を
所
有
せ
ず
、
明
治
以
降
に
地
車
を
所
有
）で
あ
る
。
こ
う
し
た
祭
礼
形
態
の
違
い
は
、
近
・
現
代
に
な

っ
て
か
ら
表
出
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
岸
和
田
藩
領
と
天
領（
幕
府
領
）の
違
い
に
よ
っ
て
文
化
的
境
界
の
名
残
を
垣
間
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
の
ち
に
や
ぐ
ら
を
出
す
信
達
郷
に
あ
た
る
樽
井
村
、
中
村
、
幡
代
村
、
馬
場
村
、
六
尾
村
、
楠
畑
村
、
童
子
畑
村
、
金
熊

寺
村
、
葛
畑
村
は
そ
の
後
も
岸
和
田
藩
領
で
あ
っ
た
。
樽
井
村
を
除
き
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
や
ぐ
ら
曳
行
の
記
録
は
明
治
以
降
の
も

の
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
江
戸
時
代
に
ど
の
よ
う
な
形
態
で
祭
礼
が
行
な
わ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
と
え
明
治
以
降
に
や
ぐ
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ら
を
祭
礼
に
取
り
入
れ
た
と
し
て
も
樽
井
村
で
は
江
戸
時
代
か
ら
や
ぐ
ら
が
出
さ
れ
て
お
り
、
領
地
支
配
の
関
係
で
は
な
く
、
近
隣（
信

達
郷
）の
地
縁
に
よ
る
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
類
似
し
た
形
態
、
つ
ま
り
や
ぐ
ら
を
用
い
た
祭
礼
を
導
入
し
て
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
結
び
つ
き
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
江
戸
時
代
の
領
地
の
違
い
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
い
、

中
世
以
来
の
文
化
圏
の
違
い
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
田
尻
川
を
中
心
に
「
北
は
大
阪
の
文
化
」、「
南
は
和
歌
山
の
文
化
」
と
い
う
言
説
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
言
説
は

単
に
祭
礼
形
態
で
の
北=
地
車
と
南=

や
ぐ
ら
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
明
確
に
確
証
を
も
っ
た
言
説
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
重
要
な
田
尻
川
両
岸
な
ら
で
は
の
問
題
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

和
歌
山
に
は
や
ぐ
ら
お
よ
び
そ
れ
に
類
似
す
る
囃
子
屋
台
は
確
認
で
き
な
い
。
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
元
和
八
年（
一
六
二
二
）

に
創
始
さ
れ
、
和
歌
山
城
下
町
が
練
物
を
出
し
て
行
な
わ
れ
る
紀
州
東
照
宮
の
和
歌
祭
、
あ
る
い
は
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）の
日
前
宮

の
砂
持
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
泉
南
地
域
の
や
ぐ
ら
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
囃
子
屋
台
は
史
料
や
絵
巻
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

考
え
ら
れ
る
の
が
、『
日
前
宮
砂
持
絵
図
』
に
描
か
れ
て
い
る
、
大
き
な
二
輪
の
車
輪
を
つ
け
た
屋
台
ぐ
ら
い
で
あ
る（
（3
（

。
こ
の
日
前
宮
の

砂
持
は
日
前
宮
の
「
道
作
り
」（
道
普
請
）と
し
て
城
下
町
の
各
町
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
屋
台
に
砂
を
積
ん
で
瓦
町
か
ら
秋
月
村
の
入
口

ま
で
運
ぶ
と
い
う
行
事
で
、
周
辺
地
域
か
ら
多
く
の
観
客
を
集
め
る
行
事
と
し
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
に
は
多
く
の
町
が
二
輪

の
屋
台
で
砂
を
積
ん
で
い
る
よ
う
す
が
『
日
前
宮
砂
持
絵
図
』
に
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
や
ぐ
ら
と
の
共
通
点
は
二
輪
と
車
輪
の

形
状
が
共
通
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
和
歌
山
の
文
化
」
と
は
明
確
に
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
泉
南
地
域
で
は
和
歌
山
城
下
町
で
は
な
く
紀
の
川
筋
か
ら
熊
野
街
道
沿
い
に
や
ぐ
ら
が
移
入
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
紀
の

川
筋
に
は
四
輪
の
粉
河
祭
の
車だ
ん

楽じ
り（

傘
鉾
）が
あ
り
、
ま
た
現
在
の
橋
本
市
か
ら
泉
佐
野
市
の
山
間
部
に
か
け
て
は
先
述
の
担
い
だ
ん
じ

り
が
存
在
し
て
い
る
。
と
く
に
橋
本
市
の
隅
田
八
幡
宮
で
は
赤
塚
村
の
田
中
家
文
書
に
「
雨
請
願
満
小
踊　

御
祭
礼
段
尻
入
用
割
符
取

立
帳
」（
明
和
四
年（
一
七
六
七
））が
残
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
す
で
に
「
段
尻
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（
（3
（

。
こ
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う
し
た
「
段
尻
」
が
泉
南
地
域
に
入
り
込
ん
だ
か
ど
う
か
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
紀
の
川
筋

に
は
泉
州
地
域
と
は
別
の
「
だ
ん
じ
り
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
泉
州
の

多
く
の
地
域
で
担
い
だ
ん
じ
り
が
舁
か
れ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
担
い

だ
ん
じ
り
が
和
泉
山
脈
を
越
え
て
移
入
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
泉
南
地
域
で

は
そ
う
い
っ
た
言
説
を
よ
く
耳
に
す
る
。
実
際
に
泉
佐
野
市
大
木
の
担
い
だ
ん
じ
り
、
や
ぐ

ら
と
も
に
土
台
部
分
は
、
幕
式
で
あ
り
形
状
も
類
似
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
担
い
だ
ん
じ

り
に
二
輪
の
車
輪
を
つ
け
て
移
入
さ
れ
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

明
確
な
資
料
に
よ
る
裏
付
け
が
取
れ
な
い
の
が
現
状
で
は
あ
る
が
、
樽
井
型
以
外
の
や
ぐ

ら
の
上
部
の
構
造
は
、
む
し
ろ
大
阪
の
地
車
に
類
似
し
て
お
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
よ
り
近
い

と
い
え
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
い
う
「
南
は
和
歌
山
の
文
化
」
と
い
う
言
説
は
、
担
い
だ
ん

じ
り
の
移
入
に
基
づ
い
た
言
説
で
あ
り
、
上
部
の
構
造
は
の
ち
に
地
車
の
影
響
を
受
け
て
、

変
化
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
樽
井
型
や
ぐ
ら
の
屋
根
の
形
状
は
橋
本
市
隅
田
八

幡
宮
の
橋
本
型
と
い
わ
れ
る
担
い
だ
ん
じ
り
の
形
状
に
近
い
。
そ
の
た
め
、
元
の
や
ぐ
ら
は

地
車
と
は
全
く
異
な
る
樽
井
型
に
類
す
る
形
状
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
や
ぐ
ら

と
地
車
の
違
い
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
広
い
意
味
で
の
地
域
の
文
化
的
境
界
を
表
現
し
て

い
る
言
説
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
よ
う
な
出
来
事
が
元

文
二
年（
一
七
三
七
）に
生
じ
て
い
る
。
同
年
、
吉
見
村
が
田
尻
川
下
流
に
打
ち
込
ん
で
い
た

杭
木
を
嘉
祥
寺
村
が
抜
い
た
こ
と
か
ら
争
論
と
な
る
。
こ
の
争
論
は
寛
保
三
年（
一
七
四
三
）

に
大
坂
町
奉
行
所
で
裁
決
が
下
り
、
落
着
と
な
る（
（3
（

。
こ
う
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

写真 7・8　【左】担いだんじり（泉佐野市大木）と【右】やぐら（阪南市自然田上組）
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文
化
的
境
界
を
示
す
言
説
が
地
車
と
や
ぐ
ら
の
違
い
を
表
象
す
る
も
の
と
し
て
よ
り
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
、
泉
南
地
域
の
文
化
的
境
界
に
つ
い
て
次
節
で
時
代
を
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

二
–
二
　
十
六
世
紀
の
泉
南
地
域

泉
南
地
域
は
中
世
以
来
、
そ
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
場
所
で
も
あ
る
。
九
条
政
基
が
文
亀
元
年（
一
五
〇

一
）か
ら
永
正
元
年（
一
五
〇
四
）ま
で
、
自
領
で
あ
っ
た
日
根
荘
に
滞
在
し
た
記
録
で
あ
る
『
政
基
公
旅
引
付
』
に
は
、
政
基
が
根
来
寺

閼
伽
井
坊
明
尊
に
荘
園
の
管
理
権
で
あ
る
代
官
職
を
譲
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
根
来
寺
衆
と
和
泉
国
守
護
方
細
川
氏
と
の
度
重
な
る
争
い

の
よ
う
す
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
樫
井
川
流
域
は
そ
の
只
中
に
あ
た
り
、
根
来
寺
と
守
護
方
の
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た（
（3
（

。

ま
た
、
天
正
十
三
年（
一
五
八
五
）の
羽
柴
秀
吉
の
紀
州
攻
め
に
よ
り
、
根
来
衆
が
敗
れ
る
ま
で
根
来
寺
の
支
配
は
つ
づ
く
。
こ
う
し

た
根
来
寺
の
基
盤
に
は
根
来
寺
を
本
拠
と
す
る
根
来
衆
や
浄
土
真
宗
の
雑
賀
坊（
現
鷺
森
別
院
）を
本
拠
と
す
る
雑
賀
衆
と
い
っ
た
紀
伊

国
の
宗
教
勢
力
が
あ
っ
た
。
そ
の
宗
教
勢
力
の
泉
南
地
域
で
の
拠
点
に
あ
た
る
の
が
貝
塚
で
寺
内
町
を
形
成
し
て
い
た
海
塚
坊（
現
願
泉

寺
）で
あ
る
。
海
塚
坊
は
大
坂
本
願
寺
戦
争（
石
山
合
戦
）の
の
ち
、
顕
如
が
天
正
十
一
年（
一
五
八
三
）七
月
に
同
坊
へ
移
っ
た
こ
と
か

ら
、
天
正
十
三
年
の
秀
吉
の
紀
州
攻
め
に
よ
っ
て
和
歌
山
の
雑
賀
坊
に
下
る
ま
で
、
本
願
寺
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
寺
院
で
あ
る
。

海
塚
坊
も
ま
た
、
顕
如
が
来
訪
す
る
以
前
か
ら
泉
南
地
域
の
浄
土
真
宗
門
徒
の
中
心
寺
院
で
あ
り
、
そ
の
紐
帯
と
な
っ
て
い
た
。

大
澤
研
一
は
「
和
泉
一
国
の
門
徒
・
寺
院
を
海
塚
坊
の
与
力
と
推
定
し
た
が
、
一
方
で
日
根
郡
南
部
が
同
坊
の
管
轄
地
域
か
ら
外
れ

て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る（
（4
（

。
さ
ら
に
天
文
十
九
年（
一
五
五
〇
）の
証
如
の
紀
州
来
訪
か
ら
の
帰
路
に
紀
州
の
者
が
八
丁
畷（
泉
佐
野
市

岡
本
）ま
で
随
行
し
た
こ
と
、
ま
た
天
正
十
一
年
の
顕
如
来
訪
の
際
の
警
固
を
つ
と
め
た
雑
賀
衆
が
嘉
祥
寺
ま
で
随
伴
し
て
い
る
こ
と
か

ら
「
お
よ
そ
嘉
祥
寺
付
近
を
境
に
北
は
海
塚
坊
、
南
は
雑
賀
坊
が
管
轄
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
大
澤
の
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指
摘
で
の
門
徒
の
管
轄
範
囲
の
境
界
は
、
ま
さ
に
田
尻
川
を
境
界
と
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
境
界
線
が
、
根
来
寺
の
管
轄
と
和
泉
国
守

護
と
の
争
い
、
ま
た
そ
の
後
の
浄
土
真
宗
の
門
徒
の
管
轄
わ
け
に
よ
る
門
徒
の
勢
力
範
囲
が
、
十
六
世
紀
の
段
階
で
形
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
文
化
的
境
界
は
、
江
戸
時
代
以
降
も
同
地
の
人
び
と
の
な
か
に
残
り
つ
づ
け
、
く
し
く

も
享
保
五
年（
一
七
二
〇
）の
幕
府
に
よ
る
岸
和
田
藩
領
地
の
収
公
に
よ
り
、
同
藩
の
支
配
下
か
ら
離
れ
た
こ
と
で
元
の
境
界
が
統
治
機

構
に
も
表
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
田
尻
川
両
岸
で
は
、
杭
木
の
争
論
な
ど
を
と
お
し
て
、
の
ち
に
岸
和
田
城
下
町
の
祭
礼
形
態
で

あ
る
地
車
と
は
違
う
、
や
ぐ
ら
と
い
う
独
特
の
祭
礼
形
態
を
和
歌
山
か
ら
の
担
い
だ
ん
じ
り
の
転
用
か
ら
生
み
、
そ
れ
を
文
化
的
境
界

の
象
徴
と
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
、
樫
井
川
お
よ
び
田
尻
川
を
中
心
と
し
て
泉
南
地
域
の
地
車
お
よ
び
や
ぐ
ら
の
現
在
の
分
布
範
囲
の
境
界
か
ら
ど
こ
ま
で

文
化
的
境
界
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
、
そ
の
地
域
支
配
の
変
化
、
そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
い
た
地
域
の
歴
史
か
ら
考
察
し
て
き

た
。
こ
れ
ら
祭
礼
に
出
さ
れ
る
囃
子
屋
台
は
、
こ
れ
ま
で
「
文
化
財
」
と
し
て
の
価
値
付
け
も
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

史
料
自
体
が
残
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
少
子
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
に
よ
っ
て
祭
礼
自
体
の
休
止
や
廃
絶
と
い
っ
た
状

況
も
起
こ
り
、
そ
の
痕
跡
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
泉
州
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
区
で
は
、
地
車
や
や
ぐ
ら
の
売
買
が
交
わ
さ

れ
、
祭
礼
の
文
化
圏
は
泉
州
地
域
以
外
に
も
波
及
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
祭
礼
形
態
か
ら
把
握
す
る
文
化
的
境
界
が
よ
り
複
雑
化
し
て
い

る
。本

論
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
祭
礼
形
態
を
糸
口
と
し
て
地
域
の
歴
史
か
ら
そ
の
文
化
的
境
界
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た

も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
岸
和
田
藩
領
と
天
領（
幕
府
領
）に
よ
る
祭
礼
形
態
の
相
違
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
文
化
面
か
ら
み
た
場
合
、
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十
六
世
紀
か
ら
つ
づ
く
、
文
化
的
境
界
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
把
握
に
は
も
ち
ろ
ん
各
町
・

各
地
区
で
の
緻
密
な
時
代
ご
と
の
変
遷
を
ふ
ま
え
た
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
本
論
は
そ
の
た
め
の
試
論
と
し
て
位
置
づ
け
、
本
論
を
も

と
に
各
町
・
各
地
区
の
調
査
に
基
づ
い
た
詳
細
な
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註（
1
） 「
囃
子
屋
台
」
の
分
類
は
、
植
木
行
宣（
二
〇
〇
一
） 『
山
・
鉾
・
屋
台
の
祭
り
』
白
水
社
に
し
た
が
っ
た
。

（
2
）田
尻
町
史
編
纂
委
員
会
編（
二
〇
〇
八
） 『
田
尻
町
史
』
民
俗
編
、
田
尻
町
参
照
。

（
3
）例
え
ば
『
阪
南
市
の
祭
・
や
ぐ
ら
』「
や
ぐ
ら
に
つ
い
て
の
概
要
」（H

P

：http://yagura.m
ain.jp/yagura/yagura/index.htm

l

）。

（
4
）明
珍
健
二
・
緒
方
裕
子
・
谷
直
樹（
二
〇
〇
〇
） 「
天
神
丸
の
曳
船
―
天
神
丸
の
沿
革
と
復
原
に
関
す
る
研
究
―
」『
大
阪
市
立
大
学
生
活
科
学
部
紀
要
』
四

八
、
大
阪
市
立
大
学
生
活
科
学
部
。
お
よ
び
大
阪
天
満
宮
所
蔵
文
書
よ
り
森
田
怜
が
抜
粋
し
た
「
天
満
宮
地
車
宮
入
地
車
番
数
表
」
を
参
考
と
し
た（
森
田

（
二
〇
二
一
） 『
日
本
だ
ん
じ
り
文
化
論
』
創
元
社
）。

（
5
）北
町
「
当
町
壇
尻
濫
觴
五
町
御
城
先
後
之
一
件
書
付
写
」
文
化
五
年（
一
八
〇
八
）―
嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）池
田
谷
久
吉
収
集
岸
和
田
地
車
資
料（
永
野
仁

編（
一
九
七
九
） 『
だ
ん
じ
り
祭
関
係
史
料
集（
岸
和
田
市
史
史
料
第
二
輯
）』
岸
和
田
市
）所
収
。

（
6
） 「
諸
事
覚
日
記
」
高
井
家
文
書（
永
野
編 

一
九
七
九
）所
収
。

（
7
）註
6
参
照
。

（
8
）俄
と
は
さ
ま
ざ
ま
場
所
で
演
じ
ら
れ
る
即
興
芝
居
の
こ
と
で
、
大
阪
で
は
地
車
の
上
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
。
現
在
で
も
南
河
内
を
中
心
に
俄
が
地
車
の
上

で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
俄
に
つ
い
て
の
論
考
は
西
岡
陽
子（
二
〇
一
七
） 「
祭
礼
俄
の
諸
相
と
実
際
」
植
木
行
宣
・
樋
口
昭
編
『
民
俗
文
化
の
伝
播
と
変
容
』
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な
ど
が
あ
る
。

（
9
）明
治
以
降
の
各
町
・
各
地
区
へ
の
地
車（
だ
ん
じ
り
）の
拡
が
り
は
、
吉
村
旭
輝（
二
〇
二
〇
） 「
泉
州
地
域
に
お
け
る
だ
ん
じ
り
祭
り
の
現
在
―
少
子
・
高

齢
化
と
用
具
の
変
容
―
」『
近
畿
民
具
』
四
二
、
近
畿
民
具
学
会
で
考
察
し
て
い
る
。

（
10
）註
6
参
照
。

（
11
）実
地
調
査
お
よ
び
岩
根
淳（
一
九
九
二
） 『
泉
州
地
車
往
来
』
私
家
版
。
ま
た
岩
根
淳
「
山
車
・
だ
ん
じ
り
悉
皆
調
査
」（H

P:http://w
w
w
5a.biglobe.

ne.jp/~iw
anee/index.htm

）を
参
考
と
し
た
。
岩
根
に
よ
る
考
察
は
聞
き
取
り
等
を
中
心
と
し
て
お
り
、
不
確
定
な
も
の
も
多
々
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
地
元
の
伝
承
を
も
と
と
し
て
い
る
た
め
、
一
概
に
否
定
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
岩
根
の
調
査
結
果
も
挙
げ
た
上
で
括
弧
を
入
れ
た
。

（
12
）註
11
の
岩
根
の
調
査
に
よ
る
が
、
根
拠
に
乏
し
い
た
め
、
括
弧
を
入
れ
た
。

（
13
）文
政
十
二
年（
一
八
二
九
）の
「
両
滝
村
壇
尻
宮
入
等
前
後
の
申
合
下
書
」
奥
家
文
書（
永
野
編　

一
九
七
九
）に
は
「
土
生
滝
村
ニ
此
度
壇
輾
出
来
仕
候
」

と
あ
る
が
、
担
い
だ
ん
じ
り
と
は
断
定
で
き
な
い
。
註
11
の
岩
根
は
「
三
先
代
は
担
い
地
車
。」
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
に
乏
し
い
た
め
、
括
弧
を
入
れ

た
。

（
14
）註
11
の
岩
根
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
大
正
6
、
7
年
に
購
入
の
担
い
地
車
で
道
が
悪
い
と
こ
は
担
い
だ
。」
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
に
乏
し
い
た
め
、
括
弧

を
入
れ
た
。

（
15
）註
11
の
岩
根
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
道
が
い
い
時
は
曳
き
、
悪
い
時
は
担
い
だ
」
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
に
乏
し
い
た
め
、
括
弧
を
入
れ
た
。

（
16
）天
保
十
二
年（
一
八
四
一
）の
「
熊
取
谷
壇
尻
書
上
げ
」
中
家
文
書（
熊
取
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編（
一
九
九
五
） 『
熊
取
町
史
』
史
料
編
Ⅱ
、
熊
取
町
）に
は

「
一
荷
壇
尻　

天
保
四
巳
年
右
同
断（
初
而
出
来
候
）　

和
田
村
」
と
あ
る
。

（
17
）天
保
十
二
年（
一
八
四
一
）の
「
熊
取
谷
壇
尻
書
上
げ
」
中
家
文
書（
熊
取
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編　

一
九
九
五
）に
は
「
一
荷
壇
尻　

朝
代
村
」
と
あ
る
。

（
18
）註
11
の
岩
根
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
担
い
地
車
が
あ
っ
た
が
、
明
治
後
期
に
ま
く
っ
て
廃
絶
し
た
。」
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
に
乏
し
い
た
め
、
括
弧
を
入

れ
た
。
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（
19
）註
11
の
岩
根
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
先
代
は
担
い
だ
ん
じ
り
で
村
の
人
で
彫
物
を
分
け
る
。」
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
に
乏
し
い
た
め
、
括
弧
を
入
れ
た
。

（
20
）註
11
の
岩
根
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
初
代
は
担
い
地
車
で
上
瓦
屋（
泉
佐
野
市
）に
売
却
。」
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
に
乏
し
い
た
め
、
括
弧
を
入
れ
た
。

（
21
）註
11
の
岩
根
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
担
い
地
車
が
あ
っ
た
が
、
明
治
後
期
に
ま
く
っ
て
廃
絶
し
た
。」
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
に
乏
し
い
た
め
、
括
弧
を
入

れ
た
。

（
22
）註
11
の
岩
根
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
先
代
は
担
い
地
車
。」
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
に
乏
し
い
た
め
、
括
弧
を
入
れ
た
。

（
23
）註
22
参
照
。

（
24
）註
11
の
岩
根
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
先
代
は
担
い
地
車
で
風
呂
の
た
き
つ
け
に
使
っ
た
と
言
う
。」
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
に
乏
し
い
た
め
、
括
弧
を
入
れ

た
。

（
25
）註
11
の
岩
根
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
大
正
5
、
6
年
頃
に
組
立
式
の
担
い
地
車
廃
絶
。」
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
に
乏
し
い
た
め
、
括
弧
を
入
れ
た
。

（
26
）註
11
の
岩
根
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
嘉
祥
寺
の
北
出
・
西
出
・
上
出
に
そ
れ
ぞ
れ
担
い
地
車
が
あ
っ
た
。」
と
し
て
い
る
が
、

根
拠
に
乏
し
い
た
め
、
括
弧
を
入
れ
た
。

（
27
）紀
の
川
筋
の
担
い
だ
ん
じ
り
に
つ
い
て
は
吉
村
旭
輝（
二
〇
一
八
） 「
紀
の
川
筋
の
祭
礼
に
お
け
る
地
車
と
河
根
の
地
車
」
九
度
山
町
文
化
財
活
用
地
域
活

性
化
事
業
実
行
委
員
会
編
『
九
度
山
町
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
調
査
報
告
書（
Ⅱ
）』、
九
度
山
町
文
化
財
活
用
地
域
活
性
化
事
業
実
行
委

員
会
で
考
察
を
し
て
い
る
。

（
28
）泉
南
市
史
編
纂
委
員
会
編（
一
九
八
七
） 『
泉
南
市
史
』
通
史
編
、
泉
南
市
所
収
。

（
29
）西
田
七
之
助（
一
九
五
五（
二
〇
〇
〇
復
刻
）） 『
樽
井
町
誌
』、『
樽
井
町
誌
』
復
刻
委
員
会
。

（
30
）註
28
、
29
、
お
よ
び
西
鳥
取
村
誌
編
纂
委
員
編（
一
九
三
〇
） 『
泉
南
郡
西
鳥
取
村
誌
』
西
鳥
取
村
役
場
。
東
鳥
取
村（
一
九
五
八
） 『
東
鳥
取
村
誌
』
東
鳥

取
村
役
場
参
照
。

（
31
）仲
村
研（
一
九
七
八
） 「
信
達
神
社
の
祭
礼
組
織
」『
泉
南
市
史
紀
要
』
五
、
泉
南
市
参
照
。
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（
32
）現
在
の
祭
礼
の
流
れ
は
実
地
調
査
に
よ
っ
て
、
ま
た
か
つ
て
の
祭
礼
の
よ
う
す
は
阪
南
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編（
一
九
八
三
・
七
七
） 『
阪
南
町
史
』
上
・

下
、
阪
南
町
役
場
を
参
照
し
た
。

（
33
）現
在
の
祭
礼
の
流
れ
は
実
地
調
査
に
よ
っ
て
、
ま
た
か
つ
て
の
祭
礼
の
よ
う
す
は
註
28
を
参
照
し
た
。

（
34
）森
杉
夫
編（
一
九
八
六
） 『
岸
和
田
市
史
史
料
第
三
輯　

和
泉
国
正
保
村
高
帳
』
岸
和
田
市
所
収
。

（
35
）泉
佐
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編（
二
〇
〇
九
） 『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
二 

通
史
編
近
世
、
清
文
堂
出
版
、
お
よ
び
田
尻
町
史
編
纂
委
員
会
編（
二
〇
〇

六
） 『
田
尻
町
史
』
歴
史
編
、
田
尻
町
参
照
。

（
36
）米
田
頼
司（
二
〇
一
〇
） 『
和
歌
祭　

風
流
の
祭
典
の
社
会
誌
』
帯
伊
書
店
所
収
。

（
37
）橋
本
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編（
二
〇
〇
五
） 『
橋
本
市
史
』
近
世
史
料
Ⅱ
、
橋
本
市
所
収
。

（
38
）田
尻
町
編
纂
委
員
会
編（
二
〇
〇
六
）参
照
。

（
39
）泉
佐
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編（
二
〇
〇
八
） 『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
一 

通
史
編
自
然
〜
中
世
、
清
文
堂
出
版
参
照
。

（
40
）大
澤
研
一（
二
〇
一
二
） 「
戦
国
期
摂
河
泉
に
お
け
る
本
願
寺
の
地
域
編
成
に
つ
い
て
」『
市
大
日
本
史
』
一
五
、
大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
参
照
。
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